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( 石一石 ) × 3 = - 石 ×31

(モ )
±

2 × ( モ) × ( 率) + ( )、圧
= ⑥ + 8 +4=

7(
2

± 2 x = 10x - 15 ( x - 3 ) ( x _ 5 ) = 0

x2 ～ 8( + 15 = 0 く= 3 , 5 大きい 方 は与升

A

ー

y
∠ BAD = Y とすると

中心角 = 円周角 × 2 なので
O 2x
～

θ の 周 りで 2 x. 2はとわかる 。 2 y

B
D

⑨
～ y

2y = 2 + 24 +38

yY = 62 c

ら ～ 38z P
240 → なぜ ?②

⑨ 円 の 内接四角形 の 対角 の和 は 180 なので
2xt 2 y = 360

xt y = 180

Lt y = 1800

x = 180 - 62=



計
変更前 1 2 3 4 5 6.

⑨ 変更後には 、 奇数 と 4以上 確率
が 大 きくなり

、
合計 が 十 3 なので

1 → 4 偶数 が増 えるので × … 必

2 → 5 0 以上より

3 → 6 必 と 同じ 2 の 目 を5

( 号リアプロ ーチ )

a
"

= [ √5 - 3 )
2 a = √5 - 3

at 3 =√5 0 両辺 2乗
= 5 - 6√5 t 9

= 14 - 6 √5 a
'

46 at 9 = 5

atoa = - 4
at 6 a = ( 14- 6 √5 ) + 6 [ √5 - 3 ) サ

= 14 - 6 √5 t 6√5 - 18

= ー 4
!

なぜこの流れ ?サ
a
2
t 6 a を作りたかったから 0

このような問題は 右辺にδ を

残 して 両辺 2乗 で解けることが多い 。

(

問題文 より A 70
.
bCO

① Az ≤ b の絶対値 のときメ
具体的な数だと

② a270 2 一 b [ 1 ta ) ≥ 0 判断しきれないので
なので ①

文字式 で考える b③ atbcO のときメ

④ A - b 70 のときメ



…問
① を ② に代入 し x = 7 を ① に 代入 し

9 x - 2x = 7 y = 2 ( つい y ) = ( 1
,

2 )
xて = ク イ
つく = 1

Y軸上 で交わるので 、2直線 は(O . - 4 ) を 通るので
か y= - ③ x - 4 とく 軸との交点 は軸 が Y = 0 なので

θ =- ③ x- 4より③x = - 4 (= - 6 ( - 6 ,
0 )

( - 6
, 0 ) を Y = 3xtb が 通 るので 、

θ= 3 × (- 6 ) + b

b = 18
サ

200 人
ー .

30分 200 × 035 × 2=
以上

135%
↓ そのうち

H 20%
(

図 に 表 すと 式が

電車通学
作 りやおい b

今回はシンプルなので
図なしでもいけますが
苦手な人 ほどかくことを
おススメします ! b



Y = 12

y = x
2

x+ x - 2 = 0

( - 2 . 4 )U { y = - x + 2
→

( x + 2 ) ( x - 1 ) = 0
》

12

. 07 つ( = - 2 1 なので

B 0 B ( - 2
,
0 )

となる 。

(- 2 .
0 )

⑩

Y = - x + 2

A ( - 2 ,
4 )

^

4 × 4×π× 4 × 引 =③4π

* AP - 4

*

-. "T "Tt =πv ー

"

- : V , : √2= 4 π:π

問題文から 図 に 示す 問題 もよくあります。

そういった 問題 を 見つけて慣れておこうう



っ
全体の流れ

※ の 一つ
V41 )

と
𨛗

6 0
°

4 ×4× 兀 ×蒞 - 2×な式 - 2 × 2 ×兀×
に

死
。

= 許 -B

→

補助線 を 用い て
「
求められる形

」

を作り出す b

今回だと 、 三角形 と おうぎ形
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(1) 与えられた ル座本票 を 式に代入し

A ( - 1
,

- 2 )

B ( 事 、 f)

傾き = 癭齅暉啓二
ーに )

一事で )

=熹 、

(2)

C ( 0 .
12 ) AB は y = - x -3 なので D ( 0 ,

-3 ) と わかる 。

| △ ABC = △ ADC + △ DBC

= 15×1 生 +15× 事 は
15 15 45 75

=

一 十 千
二

4ᵗʰ
A -t et
l
•

い、- 2 ) 1 が|ら ぼ ー も )
( 0 , - 3 ) ( 1 ) で 傾き を 求めた こと を

3

を 利用 して
、
三角形 を 2 つに

分けて 求めた。

'



n

「

H ・
E

④ △ ABP 二 △ ABC となる 点 Pは 、

AB と平行で 点 C を 通る 直線上

の点 である 。 ( 等積変形 の利用 )
「

C ( 0 . 12 ) で AB の傾き が -1 より

直線 に は y = - x+12 。

yだかとの 交点 E は
Fi <I <FF より

f)につい2 = 0 より 占 占
っした 10つ( -120=0 7<145"-5<8

x =
V0 さ 1
ーー

幽
2 | 造り 魵㘅瓢

=

北導
p

1 ~ 7 の 7個 ⑤
et

=
-5±FE

= -5十T

今回
、 傾きが -1 だった

ので R が整数なら 、

よも整数 となるので

つ(座標 だけ を考えれば
よかっ た b
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O
( l )

| | 三角錐 の展開図

< A 4 CB4 = 90
°

12
1 2 〈 0 CA4 = L 0 CB 4

AT
-
-_-や4

= 90
°

6 ※ 6 、
体積 = 底面積 × 高さ ×

Al\ BI
= △ A4 CB4 × OC × 5

6
/

= 6 × 6 × も × 12 ×j
= 72
→



「や 全36通り なので

1 0
-

1 0
8 話な6

et
PE

g
IPI

。 I
↓

A3
,

B 4 のとき A 4 、

B 3 のとき

黒 と 青

となるとき なので
c

9 9
- R 、

A4
、
B 2 A4 、

B 6 A 2
、

134 A 6 、
B4

- R2

の 4通り である 。

ジジ


